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1.  調査の枠組み 

1.1. 本調査の目的 

(1) 背景 
平成 16 年新潟県中越地震は、旧山古志村（現長岡市）をはじめとする中山間地域に甚大な被害

を及ぼした。被災から 1 年を経過し、災害復旧から地域の復興に向けて、地域住民、行政、企業や

その他の支援団体などと連携しながら、被災地域の再生方策を具体化することが求められている。 
一方、中山間地域施策は、これまでの行政主導の地域振興から民間セクターを含む多様な主体の

連携によるまちづくりを展開していくことが重要となり、それと同時に連携による事業を推進する

ための新たな枠組みの構築が求められる。 
したがって、本被災地域における多様な主体の連携による復興の取り組みが、今後の我が国の中

山間地域まちづくりのパイロットモデルとなることが期待される。 
 

(2) 調査の目的 
本調査は、民間セクターの活用など多様な主体の参画による中山間地域の活性化を図るため、中

山間地域に対する国民のニーズ等のマーケティングに基づき、民間ベースで展開可能なビジネスモ

デルを検討するとともに、多様な主体の参画を継続的にもたらす体制の構築を図ることにより、今

後の我が国の中山間地域のまちづくりの展開及び都市と農山漁村の共生・対流に資することを目的

とする。 
 

(3) 調査対象地域 
新潟県長岡市 
 

(4) 検討方針 
長岡市における中山間地域の震災からの復興に向けた取り組み方策の検討と合わせて、国内外の

先進的な取り組み事例などの収集・分析、さらには都市住民・民間企業へのニーズ調査などを通し

て、我が国の新たな中山間地域まちづくりのための有効なモデルの構築へと展開する。 
 

1.2. 調査実施体制 

(1) 調査実施主体 
国土交通省北陸地方整備局企画部広域計画課、都市・地域整備局地方整備課、総合政策局国土環

境・調整課事業総括調整官室、農林水産省農村振興局農村政策課、農林水産省北陸農政局、長岡市

（発案者） 
 

(2) 調査参加主体 
総務省自治行政局地域振興課、新潟県（幹事県）、鳥取市、北海道美瑛町等 
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(3) 山の暮らし再生検討委員会 
（委員長）     
糠谷 真平  独立行政法人 国民生活センター  理事長 
 
（委員） 
石川 治江  NPO 法人 ケア・センターやわらぎ  代表理事 
石黒 義久  長岡地域研究会座長    長岡市経済産業ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
薄井 充裕  日本政策投資銀行 総合企画部   部長 
大西 隆  東京大学 工学部 都市工学科   教授 
小林 一  鳥取大学（鳥取地域研究会座長）   副学長・農学部教授 
磯田 憲一  旭川大学大学院（美瑛地域研究会座長）  教授 
榛村 純一  財団法人 森とむらの会    理事長 
田中 栄治  NPO 法人 地域交流センター   代表理事 
辻井 達一  財団法人 日本グラウンドワーク協会  理事長 
野口 智子  NPO 法人 スローライフ・ジャパン  事務局長 
宮口 侗廸  早稲田大学 教育学部    教授 
森 民夫  長岡市      市長 
 
（オブザーバー） 
中村 英夫 国土交通省 都市・地域整備局 地方整備課  企画専門官 
久保田啓二朗 国土交通省 総合政策局 国土環境・調整課  事業総括調整官室 調整官 
渡辺 明彦 農林水産省 農村振興局 企画部農村政策課  課長補佐 
山田 淳裕 総務省 自治行政局 地域振興課   課長補佐 
蚊爪 利之 国土交通省 北陸地方整備局 企画部 広域計画課 課長 
草薙 宗樹 農林水産省 北陸農政局 農村計画部 農村振興課 課長補佐 
田中 雄章 新潟県 総合政策部地域政策課   課長 
岡崎 博司 鳥取県 地域自立戦略課 課長 
内山 正二 北海道 企画振興部 計画室 計画調整グループ 主幹 
西澤 能之 鳥取市 企画推進部    部長 
大関 修一 美瑛町 政策調整室    室長 
安井 進二 NPO びえい農観学園    事務局長 
 
（事務局） 
渡辺 斉 長岡市      復興管理監 
木曽 厚 長岡市 復興推進室    室長 
青木 勝 長岡市 復興推進室    次長 
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1.3. 検討項目 

(1) 主な検討項目 
・ 中山間地域に対する都市住民ニーズ等のマーケティング調査 
・ 多様な主体の連携を促進する事業形態の検討 
・ 民間など多様な主体の参画によるまちづくり展開のプログラム化 
・ 中山間地域まちづくりコンベンション（*）の開催 
  （*）中山間地域まちづくりコンベンションについては、次の２つの主旨による会をそれぞれ開

催する（詳細は巻末「参考」を参照） 
  - 「山の暮らしを考えるフォーラム」… 広く一般を対象にして長岡市にて開催。 
  - 「山古志等中山間地域の再生を支援するフォーラム」… 地域づくりに関わる専門家や学

識経験者等の参加により東京都内にて開催。 
 

(2) 調査のアウトプット 
・ 長岡市：震災からの早期復興に向けて、中山間地域の理念とその実現に向けたガイドライン

を策定するとともに、多様な主体の連携による事業を推進するための新たな組織体制のあり

方を提示する。 
・ 中山間地域：多様な主体の参画による民間ベースの中山間地域活性化施策のモデルを構築す

る。 
・ 国土施策：我が国の中山間地域に対する国民的関心の高揚を図るとともに、多様な主体の参

画を促進するための施策のあり方について提言する。 
 

 

図 1.1 調査フレーム 




